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福福岡岡市市保保健健福福祉祉総総合合計計画画はは令令和和 33 年年度度～～88 年年度度  

同同  障障ががいい福福祉祉計計画画はは令令和和 66 年年度度～～88 年年度度（（第第 77 期期））  

同同  障障ががいい児児福福祉祉計計画画はは令令和和 66 年年度度～～88 年年度度（（第第 33 期期））  

この 3 つの計画は国や県の関連計画などとの整合性を図りながら策定されます。 

そそのの中中にに「「重重度度者者へへのの取取りり組組みみ」」ににつついいてて以以下下ののよよううにに述述べべらられれてていいまますす  

保保健健福福祉祉総総合合計計画画（（令令和和 33 年年度度～～88 年年度度））安安心心ししてて地地域域でで暮暮ららせせるる基基盤盤づづくくりり  

  ≪≪課課題題とと現現状状≫≫PP223333～～  

 障がいのある人の重度化・高齢化を見据え、住み慣れた地域での生活を支援するため、地域生活

の安心感を担保する機能を備えるとともに、保健・医療・福祉の緊密な連携による支援体制の整

備が必要です。 

 介護者の急病など緊急時に、障がいのある人を短期入所事業所などで一時的に受け入れ・対応す

る体制を整備しています。 

 障がいのある人が「親なき後」にも地域で安心して生活していくためには生活の場・住まいの確

保が重要です。 

≪≪施施策策のの推推進進≫≫PP223344  

 障がいのある人が地域で生活を続けていくためには重度障がいなど障がい特性に応じた支援がで

きる住まいの確保が重要です。 

 住まいの場の一つであるグループホームにおいて、重度障がい者を適切に支援するには、設置事

業者の費用負担が大きくなることから、受け入れが進んでいません。 

 医療的ケアが可能な短期入所事業所について、「利用できる事業所が少ない」「利用したいとき

（特に急病等の緊急時）に利用できない」との声が寄せられていますが、障がい者支援施設など

の本体施設の一部を利用するため、大幅な定員増は厳しい状況です。 

≪≪施施策策≫≫PP223399～～  

 24 時間対応の相談窓口の継続 

 区基幹相談支援センターの活用や地域団体との連携による地域で見守る仕組みづくり 

 地域生活支援拠点等の機能強化・充実 

 

ななどどがが取取りり組組ままれれててききままししたた。。  

ししかかしし、、現現実実ににはは、、ままだだままだだ厳厳ししいい状状況況がが続続いいてていいまますす。。  

 

ここれれままでで、、福福岡岡市市のの福福祉祉計計画画でで、、  

●●  重重度度者者がが地地域域でで暮暮ららせせるる住住ままいいとと支支援援量量のの不不足足  

●●  医医療療的的ケケアア児児のの通通所所施施設設・・短短期期入入所所のの不不足足  

がが長長いい間間、、課課題題ととさされれててききたたここととににつついいてて、、改改善善・・解解消消がが困困難難ででししたた  

両両部部会会ががススタターートトししたたここととでで本本格格的的にに解解消消がが進進むむここととをを  

大大いいにに期期待待ししまますす！！！！ 
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専専門門部部会会のの議議論論内内容容がが施施策策にに確確実実にに反反映映さされれ、、重重度度者者のの暮暮ららししがが質質・・量量とともも充充実実ししまますすよよううにに！！  

令令和和 66 年年度度ににススタターートトししままししたた。。  

●●重重度度障障ががいい者者のの住住ままいい及及びび支支援援にに関関すするる専専門門部部会会  

●●医医療療的的ケケアア児児者者がが利利用用ででききるる社社会会資資源源（（主主にに障障ががいい福福祉祉ササーービビスス  短短期期入入所所））のの不不足足

にに関関すするる専専門門部部会会  

  

専専門門部部会会ととはは、国の法律に基づいて設置される「「福福岡岡市市障障ががいい者者等等地地域域生生活活支支援援協協議議

会会」」が必要に応じて、特定の事項を調査、研究し、施策提案の検討等を行うために設置

するものです。 

①①    私私たたちちがが生生活活すするるううええでで欠欠かかせせなないい「「障障ががいい福福祉祉ササーービビスス」」をを決決めめるる  保保健健福福祉祉総総合合計計画画 

②②  「「ササーービビスス提提供供体体制制のの確確保保、、推推進進等等」」をを検検証証すするる  障障ががいい福福祉祉計計画画・・障障ががいい児児福福祉祉計計画画  

  

 

 

 

 

● この計画は、「福岡市福祉のまちづくり条例」に基づき策定して

いる福岡市の保健福祉行政のマスタープランです。 

● 超高齢社会、人口構成、暮らし方や地域のつながりなど、人々を

取り巻く環境も変化していきます。人々の困り事も様々な形にな

って現れています。 

● このような課題を踏まえ、将来も見据えた様々な支援のあり方や

取組みの方向性を示したものです。 

どちらも 

福岡市役所 1 階 情報プラザ ＆ 各区役所 

でもらえます（無料）。一度手に取ってみませんか 

● 法律に基づいて、障がい福祉サービスや障がい児通所支援等が

計画的に提供されるよう，各サービスの数値目標の設定及び各

年度のサービス需要を見込むとともに，サービスの提供体制の

確保や推進のための取り組みを定めています。 

●●重重度度障障ががいい者者のの住住ままいい及及びび支支援援

にに関関すするる専専門門部部会会  

「重症心身障がい（医療的ケア含む）」「強度行

動障がい」に対象を絞って、住まいの場の確保

及び関係する支援について検討・提案を行うこ

とを目的とする。 

令和 6 年度は 6 月～7 年 2 月まで 9 回開催 

●●医医療療的的ケケアア児児者者がが利利用用ででききるる

社社会会資資源源（（主主にに障障ががいい福福祉祉ササーービビスス  短短

期期入入所所））のの不不足足にに関関すするる専専門門部部会会  
社会資源の不足（特に障害福祉サービス、

短期入所や生活介護）について検討・提案

を行う 

令和 6 年度は 9 月、12 月の 2 回開催 
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事事業業ののごご報報告告  令令和和 55 年年夏夏～～令令和和６６年年３３月月ままでで   
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当当日日のの発発表表要要旨旨  

重重症症心心身身障障ががいい（（医医療療的的ケケアアもも含含むむ））のの家家族族かからら  

 精神的には自立度は高いように見えるが、自由に動くことができないので頻繁に求める助け

にすぐに応じられるように母は近くにいて、それに応えている。それがあるから自宅生活が快

適なのだと思う。今後、グループホームに入居しても、心通う支援者に支援していただき、た

くさんの経験を積んで、成長していってほしいと願っている。 

 住み慣れた地域で日々豊かに暮らすためにはグループホームに夜勤＋宿直で複数必要。帰宅

時も自宅で居宅サービスを利用できることが重要。 

 医療的ケア（在宅・痰の吸引が頻回にある場合）の日常は夜間も含めほぼ 2 時間おきに吸引・

体位交換、水分・栄養・薬・おむつ交換などをしている。短期入所が希望通り利用できにくい

状態。 

強強度度行行動動障障害害のの家家族族かからら  

 不穏な時はいつも突然にやってくる。体調、気象、音、人の声、見えるもの触れるもの、そ

の時々でいろんなものが原因になる。 

 日々、こちらの体力が追い付かない。若い時のように全速力で走って追いかけられない。 

 安心して子どもを残して死にたいが重度を受け入れると謳ったグループホームは増えている

が未だ多くの人が支援が難しいと言われる。 

 ハード面もだが、専門性・関係性・人間性を重視した支援のセットは必須と思う。 

 支援者研修の受講者は増え続けているが、実際の支援者は減る一方。この問題も考える必要

がある。 

 重度訪問介護事業所を立ち上げ一人暮らしをサポートしているケースの実践報告 

医医療療的的ケケアアのの通通所所事事業業かからら見見たた現現状状  

 医療的ケア支援の課題として ✔医療的ケアの増加 ✔社会資源の不足 ✔重度化する利用

者対応 ✔赤字運営＝制度の構造的欠陥 

 制度の構造的欠陥として濃厚な支援（通常より多く必要な人員）、重度者を想定外（障害支援

区分による報酬）、看護師配置加算（一人分の賃金すら不足）、割増経費（施設設備や医療機

器、送迎車等） 

 医療型短期入所に比べ低すぎる福祉型短期入所の報酬  

    

主催：地域で暮らす重度者の生活保障を考える実行委員会 

NPO法人 福岡市障害者関係団体協議会  社会福祉法人 福岡市身体障害者福祉協会 

一般社団法人 福岡市民間障がい施設協議会  社会福祉法人 福岡市手をつなぐ育成会 

福岡市障がい者生活支援事業所連絡会  社会福祉法人あきの会虹の家 

 福岡県重症心身障害児（者）を守る会 福岡県肢体不自由児者福祉連合会 
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療療養養介介護護事事業業所所のの現現状状とと課課題題  

 療養介護対象者が拡大（強度行動障害、動く医療的ケア児等） 

 短期入所用の病床数が確保できるのか（待機者多数）医療型短期入所は重度障がい者の在宅生活

を支える重要な資源 

 空床を確保するために地域生活移行支援に取り組んでいる ①自宅復帰やグループホームへの

移行 ②退所時訪問指導（自宅の環境整備） ③在宅生活でのサービス調整 ④在宅生活後のフ

ォローアップ 

 入所児童数のうちの虐待児童の増加傾向 

 報酬単価・加算等が実態に見合わない、入所者の重度化傾向 

 介護不足と物価高騰、施設整備費の増加 

 看護師・介護職の待遇が実態に合っていない 

相相談談支支援援・・事事例例かからら導導かかれれるる福福岡岡市市のの地地域域課課題題  

 強度行動障害者に対応できる社会資源（グループホーム、短期入所、通所サービス、行動援護）

の不足 

 医療的ケア、重心に対応できる社会資源（通所サービス、短期入所、住居サービス等）の不足、

その他 

 

当日は２２名の福岡市議会議員さんが参加されました。 

竹森活郎障がい者部長もご参加いただき、最後に温かいメッセージもいただきました。 

ご参加いただきました皆様、本当に有難うございました。 
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見学事業所紹介
社会福祉法人  明日へ向かって
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社会福祉法人あきの会  障がい児者医療生活支援ホーム　虹の家
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見学会の後、大塚勝利議員が福岡県議会 66 月月定定例例会会でで   

「「医医療療的的ケケアア児児者者のの支支援援ににつついいてて」」一一般般質質問問されました  

 

 

見学会に参加された大塚勝利議員が６月県議会で、医療的

ケア児者の支援について、以下の 4 点を質問されまし

た。 

１． 短期入所が希望通りに利用できない状況を、県として

どのように認識・対応しているか 

２． NICU 等からの在宅移行後に病状が悪化した医療的

ケア児の受け入れ、またご家族の負担軽減を目的

に、一時的に預けることができる医療機関は、ど

のようになっているのか。 

３． 福祉人材不足への取組と対応について 

４． 通学バスの利用が困難な医療的ケア児の通学支援について 

 

以下は大塚議員の質問と福岡県の答弁の全文です。（黒文字が議員質問、青文字が県の答弁） 

 

医医療療的的ケケアア児児者者のの支支援援ににつついいてて  

先日、福岡市博多区にある社会福祉法人あきの会「虹の家」を親の会の代表と視察しました。

同法人は重症心身障がい者の親たちから短期入所の受け入れ先がないとの悲痛な訴えに応えるた

め平成 26 年に療養介護事業所を開設。乳幼児から成人まで医療と福祉の一体的な提供により、

多くの重度者の地域生活を支えています。現在 68 床で、56 床を長期入所、12 床を医療型短期

入所の単独病床とし、長期入所に空きがあれば短期で受け入れ、短期入所だけで一日14～15床、

１床あたりの短期入所受け入れ数は日本一です。 

それでも昨今入所希望が多く、断らざるを得ない状況とお聞きしました。 

福岡市だけでなく近郊からの利用者も多く、重症者の割合が３割、生活介護も区分５，６が中心

と近年重症者が多くなっています。 

 

本県ではこれまで、重症心身障がい児者の実態調査を実施し、その結果、母親の負担が大き

く、ご家族が短期入所を希望しても受け入れ先がなかったことから、圏域ごとに医療機関に加

え、老健施設を活用するなど受け入れ先を拡充してきたところです。 

令和 5 年度医療資源調査結果によると、県内の医療機関で診療を受ける 20 歳未満の医療的ケア

児数は 1,307 人と推測され、令和 2 年度の調査 773 人と比較し、算出方法が異なる為留意が必

要ですが、医療的ケア児は増加傾向にある中、医療資源の整備が急がれます。 

以下現場の声から 3 点質問します。 

 

問問 11．昨今、施設、圏域によって短期入所を希望しても受け入れ先がない状況をお聞きしまし

た。理由として、施設によってそもそも短期用のベッドが少ないこと、新規の受け入れはリスク
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を伴うこと等が考えられますが、県として現状をどのように認識されているのか、受け入れが進

むようどのように対応されるのか知事の見解を求めます。 

 

 

【【知知事事答答弁弁】】  

〇 県内では、現在、37 の医療機関等で医療型短期入所事業を実施しており、一昨年度の実績

では、延べ約 4, 300 人が利用しているところである。 

利用者が希望する地域で、必要な時にサービスを受けることができるよう、 受け入れ施設を増や

すことが望ましいと考える。 

〇 県としては、医療型短期入所事業への理解を進めるため、実施を検討している医療機関を個

別に訪問し、事業の内容、サービスに係る報酬額、事業所指定の手続き等について説明を行って

いるところである。 

○ また、医療的ケア児者への対応に不安があるとの声を受け、医療機関等の職員を対象に、医療

的ケア児者とのコミュニケーションの取り方や保護者への支援方法、喀痰吸引・誤嚥ケアの技術

等を習得する実践的な研修を行っている。 

これらの取組により、実施事業所が増えるよう努めている。 

 

問問２２．．親の会から、NICU から在宅に移行後、病状が悪化した時の相談先や乳幼児の医ケア児を
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見学会の後、大塚勝利議員が福岡県議会 66 月月定定例例会会でで   

「「医医療療的的ケケアア児児者者のの支支援援ににつついいてて」」一一般般質質問問されました  
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に、一時的に預けることができる医療機関は、ど

のようになっているのか。 

３． 福祉人材不足への取組と対応について 

４． 通学バスの利用が困難な医療的ケア児の通学支援について 

 

以下は大塚議員の質問と福岡県の答弁の全文です。（黒文字が議員質問、青文字が県の答弁） 
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それでも昨今入所希望が多く、断らざるを得ない状況とお聞きしました。 

福岡市だけでなく近郊からの利用者も多く、重症者の割合が３割、生活介護も区分５，６が中心

と近年重症者が多くなっています。 

 

本県ではこれまで、重症心身障がい児者の実態調査を実施し、その結果、母親の負担が大き

く、ご家族が短期入所を希望しても受け入れ先がなかったことから、圏域ごとに医療機関に加

え、老健施設を活用するなど受け入れ先を拡充してきたところです。 

令和 5 年度医療資源調査結果によると、県内の医療機関で診療を受ける 20 歳未満の医療的ケア

児数は 1,307 人と推測され、令和 2 年度の調査 773 人と比較し、算出方法が異なる為留意が必

要ですが、医療的ケア児は増加傾向にある中、医療資源の整備が急がれます。 

以下現場の声から 3 点質問します。 

 

問問 11．昨今、施設、圏域によって短期入所を希望しても受け入れ先がない状況をお聞きしまし

た。理由として、施設によってそもそも短期用のベッドが少ないこと、新規の受け入れはリスク
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問問 33．．障がい者施設の一番の課題は、受け入れを増やしたくても人手が足りないこと、福祉人材

の確保です。昨今、社会福祉士など福祉系の分野で学んだ学生が他業種へ流出していることが課

題となっており、それらの学生を福祉へ呼び込む取り組みが重要です。 

福祉分野で学んだ学生の確保に向けて知事の見解を求めます。  

 

 

【【知知事事答答弁弁】】  

○ 少子高齢化や世帯構成の変化等により、福祉サービスヘのニーズはますます増大しており、

福祉人材の確保は喫緊の課題である。 

  このため「福岡県福祉人材センター」において、福祉分野の就職支援専門員が行う無料の職

業紹介や、就職面談会などを実施し、福祉人材の確保に取り組んできたところである。 

○ 今年度からは、福祉を学ぶ学生の他分野への流出を防ぐため、新卒採用に係る広報活動が解

禁される 3 月に合わせて「福祉の就活フェスタ」を実施している。より多くの学生に参加してい

ただくため、福祉系の学科を持つ県内の大学等を訪問し、学生に直接周知することとしている。 

○  就活フェスタでは、参加した法人による職場の魅力の PR とインターンの受付、福祉人材

センターの就職支援専門員による自分に合った職場を探すためのアドバイスなどを実施すること

で、学生の福祉分野への就職意欲の向上を図り、福祉人材を確保していくこととしている。 

 

問問４４，，最後に、医療的ケア児の学校への送迎について教育長に伺います。令和 3 年 9 月医療的ケ

ア児支援法の施行を踏まえ、北九州市では肢体不自由特別支援学校に通う医療的ケア児のうち、

スクールバスの利用が困難な児童生徒を対象に希望された方へ、令和 5 年 7 月から看護師が同乗

する福祉タクシーによる通学支援を週に数回実施し、家族の負担軽減にもつながっています。本

県では、令和 3 年 9 月議会で教育長から、「適切な通学支援の在り方について研究を進めてまい

りたい」との答弁がありました。 

そこで質問です。研究の結果を踏まえ、通学バスの利用が困難な医療的ケア児の通学支援につい

て教育長の見解を求めます。 

 

【教育長答弁】 

〇 昨年度、通学バスの利用が困難などの理由で保護者が送迎している医療的ケア児の数は 110

名となっている。県教育委員会において、通学支援に関する他県の取組状況を調査したところ、

昨年度は、試行も含め 15 都府県で実施中であり、主な方法としては福祉タクシーに看護師を同

乗させる形態で通学支援を実施している。 

○ 実施している県の課題としては、費用面に加え、看護師や福祉タクシーなどの車両の確保が困

難であること、当日の体調不良によるキャンセルが多く、キャンセル料などで予算の見込みが立

たないこと、車中での体調急変時の対応などがある。 

○ 今後、これらの多くの課題を踏まえ、医師、弁護士、保護者等で構成される医療的ケア体制整

備事業運営協議会において、医療的ケア児の通学支援の在り方について研究してまいります。 
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講講演演会会をを聞聞いいてて・・感感想想  

インクルーシブふくおか 上角 智希 

 

ユユネネススココのの提提言言  

障がい児教育をめぐる日本と国際的なスタンダートとの大きな隔たりに愕然としました。障がい

児を健常児と分離する特別支援教育制度は、かつて存在したアメリカの奴隷制度や南アフリカのア

パルトヘイトの黒人隔離政策と同様の差別であり、決して認めることができないということを、国

連のユネスコが公式に表明しているとのこと。今や、障がい者を世間一般から分離して異なる扱い

をすることは、人権侵害の問題と捉えられています。日本人の人権意識がもっと高まってほしいと

思います。 

 

イインンククルルーーシシブブ教教育育はは誰誰ののたためめ？？  

インクルーシブ教育を実践した大阪市立大空小学校の木村泰子先生は、「障がい児を分離してし

まうのは、周りの子どもたちが人間として成長する機会を奪うということ」とおっしゃったとの話

が出ました。社会に出たらいろんな人と付き合わねばならない。自分と違うタイプの子どもといっ

しょの教室で過ごし、ときにはけんかをしたり、トラブルになったりすることもあるでしょうが、

どうやったら障がいのある子がいっしょに活動できるかを自分たちで悩み試行錯誤し、うまくいっ

たときの喜びを共有することは、まわりの子どもたちにとっても大変貴重な体験になると感じまし

た。 

 

理理想想とと現現実実  

すべての障がい児を通常学校で学ばせるフル・インクルージョン教育の良さは非常によくわかり

ました。しかし、実際にわが子を通常学級に入れるかと考えると、正直、不安が大きく、ためらっ

てしまいます。なぜなら、今の日本には障がいのある子どもを適切に指導できる先生が非常に少な

いし、組織として担任をアシストする学校の体制も構築されていない状況にあると感じるからです。

わが子をインクルーシブ教育を実現するための実験台にすることはできません。 

 

特特別別支支援援教教育育にに必必要要なな資資質質ととはは  

わが子が通っている特別支援学校では、いわゆる勉強の時間は非常に少ないです。着替え・給食・

掃除などの身辺自立や集団生活のルールを習得することに重点が置かれています。だから、率直に

思うのです。教員免許を持った先生をこんなにたくさん配置する必要はないのではないかと。身辺

自立や集団生活を身に着けさせるのは、教師よりも保育士のほうが格段上手で適任だと感じます。

また、言語聴覚士や作業療法士のような福祉専門職の方をもっとたくさん学校に配置してほしいで

す。 

また、特別支援教育は、その学会が独自の資格制度をつくり、資格を取った先生方があたかも自

分が専門家になった気分になっていることが多々あるとのことでした。先生のなかには、教科書で

学んだ障がい種別ごとの特性でラベリングし、個々の子どもと向き合ってその子の特性や課題を観

察して自分の頭で考えるということをしない先生がおられるようです。わが子もそういう先生にあ

たって大変苦労しました。一方で、専門的に学んでおられなくても、愛情をもって、この子のため
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